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今
年
の
卒
館
生
は
七
名
。
少
年
館
は
三
十
四
回
目

の
巣
立
ち
の
子
供
達
を
見
送
る
。
嬉
し
く
も
あ
り
寂

し
く
も
あ
る
こ
の
弥
生
三
月
。
長
い
少
年
館
の
歴
史

は
寒
川
神
社
の
奉
仕
精
神
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る

▼
館
外
活
動
の
際
は
、
必
ず
神
社
へ
参
拝
す
る
。
一

年
生
は
と
て
も
特
別
な
事
と
感
じ
て
い
る
だ
ろ
う
が
、

上
級
生
に
と
っ
て
は
決
し
て
そ
う
で
は
な
く
、
い
つ

も
の
大
切
な
事
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
神
様
の

御
前
で
二
礼
二
拍
手
一
礼
、
小
さ
な
頭
を
垂
れ
無
事

を
祈
る
▼
子
供
達
が
成
人
し
、
ど
こ
か
の
神
社
へ
参

拝
し
た
と
き
、
い
つ
も
の
習
慣
と
し
て
ご
く
自
然
に

二
礼
二
拍
手
一
礼
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
事
は
、
寒
川

神
社
少
年
館
に
六
年
間
在
籍
し
た
賜
物
で
あ
る
▼
躾

と
は
、
そ
の
場
面
に
出
く
わ
し
た
と
き
、
何
気
な
く

作
法
と
し
て
身
か
ら
湧
き
出
る
も
の
と
考
え
る
▼
教

育
勅
語
の
十
二
の
徳
目
を
活
か
し
、
館
生
を
教
育
・

躾
け
て
い
き
た
い
と
目
標
を
持
ち
ご
奉
仕
し
た
い
と

私
は
思
う
▼
春
の
年
参
講
大
祭
の
頃
に
は
新
学
期
、

新
一
年
生
を
迎
え
る
責
任
は
、
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
あ
る
▼
子
供
達
の
大
き
な
未
来
に

『

弥
栄
�』

『

弥
栄
�』

と
連
呼
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
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二
月
十
一
日
、
日
本
国
の
建

国
を
奉
祝
す
る
紀
元
祭
に
併
せ

寒
川
大
明
神
の
神
徳
宣
揚
、
氏

子
崇
敬
者
の
教
化
育
成
等
、
多

方
面
に
亘
り
御
尽
力
頂
い
た
方

を
顕
彰
す
る
顕
彰
奉
告
祭
が
厳

粛
に
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
雪
混
じ
り
の
小
雨

が
降
り
続
き
、
寒
さ
一
極
厳
し

い
日
と
な
り
ま
し
た
が
、
役
員

総
代
、
顕
彰
者
始
め
関
係
者
多

数
参
列
さ
れ
、
悠
久
二
千
六
百

七
十
一
年
連
綿
と
受
け
継
が
れ

て
来
た
皇
室
の
弥
栄
と
、
国
家

国
民
の
安
泰
と
繁
栄
が
祈
念
さ

れ
ま
し
た
。

祭
典
終
了
後
は
参
集
殿

に
於
い
て
式
典
と
顕
彰
式

が
執
り
行
わ
れ
、
橿
原
神

宮
を
遥
拝
し
、
奉
祝
歌

｢
紀
元
節｣

を
奉
唱
の
後
、

受
彰
者
に
宮
司
よ
り
表
彰

状
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
、

祝
福
を
う
け
ら
れ
ま
し
た
。

受
彰
さ
れ
ま
し
た
方
々

に
は
、
衷
心
よ
り
お
祝
い

申
し
上
げ
る
と
共
に
、
今

後
共
変
わ
ら
ぬ
お
力
添
え

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
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立
春
を
過
ぎ
、
厳
し
い
寒
さ

の
中
に
も
少
し
づ
つ
春
め
き
始

め
た
去
る
二
月
十
七
日
、
そ
の

年
の
豊
作
を
祈
願
す
る
祈
年
祭

が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
お
祭
の
起
源
の
詳
細
は

明
ら
か
で
は
な
い
の
で
す
が
、

旧
来
、
年
の
は
じ
め
に
あ
た
り

五
穀
豊
穣
、
国
家
・
国
土
の
安

泰
を
祈
る
祭
儀
で
、
宮
中
を
は

じ
め
、
伊
勢
の
神
宮
・
全
国
の

神
社
で
斎
行
さ
れ
て

お
り
、
�
と
し
ご
い

の
ま
つ
り
�
と
も
云

わ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
祭
典
の
中
、

当
神
社
で
は
宮
司
の

祝
詞
奏
上
の
後
、
田

打
舞
神
事
が
奉
納
さ

れ
ま
す
。

『

寒
川
神
社
誌』

所
戴

｢

寒
川
古
式
祭

記｣

に
よ
る
と
、

�
田
打
舞

(

一
名
�
種
蒔
。)

一
月
十
五
日
�
官
鏡
�
�
荒
稻

を
献
饌
、
次
に
伶
人
古
尉
の
面

を
被
り
、
耕
田
或
種
蒔
の
形
容

を
爲
し
、
�
の
枝
�
中
啓
を
以
っ

て
�
舞
し
獻
備
の
荒
稻
を
�
殿

の
四
方
に
散
布
し
、
畢
て
一
同

退
出
。
�
と
あ
り
、
現
在
で
は
、

社
人
で
あ
る
小
菅
	
志
氏
に
よ

る
黒
尉
と
神
職
に
よ
る
白
尉
の

二
人
の
翁
が
、地
謡
と
歌
を
交
し

な
が
ら＜

田
作
り＞

か
ら＜

稲

刈
り＞

ま
で
の
、
一
年
間
の
稲

作
り
の
過
程
を
模
擬
的
に
舞
い
、

豊
か
な
稔
り
を
迎
え
ら
れ
る
よ

う
祈
念
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
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横
溝
�
義

市
川
元
久

大
川
静
男

関
根

晃

金
子

昭

皆
川
欽
一

大
門

㈱
湊

大
黒
屋

㈱
青
葉

㈱
秋
江

㈱
阿
部

㈱
市
川

長
嶋
園

福
岡
園

豊
月
堂

諸
江
屋

雷
農
園

㈲
金
子

竹
見
商
店

露
木
生
花

戸
塚
米
店

根
岸
農
園

原
繁
酒
店

㈲
俵
田
屋

㈱
オ
ー
カ
ワ

㈱
関
東
小
池

㈱
北
岡
本
店

関
東
建
物
㈱

北
村
工
務
店

熊
澤
酒
造
㈱

㈲
さ
が
み
や

佐
藤
建
具
店

さ
と
う
薬
品

㈲
寒
川
建
材

㈱
サ
ン
ユ
ー

鈴
信
運
送
㈱

そ
ば
処
佐
賀

㈲
田
中
写
真

中
島
鉄
工
所

㈲
丸
井
紙
店

百
崎
製
菓
㈱

㈲
青
木
商
事

㈲
飯
田
材
木
店

㈲
壁
島
工
務
店

㈲
カ
ネ
ヤ
商
会

㈲
喜
久
屋
酒
店

さ
が
み
や
菓
舗

寒
川
町
商
工
会

㈱
テ
ッ
ク
企
画

㈲
並
木
工
務
店

㈱
モ
チ
ロ
企
画

イ
ベ
ン
ト
商
組
合

㈱
金
子
建
材
土
木

天
婦
羅
割
烹
川
乃

ギ
ン
ビ
ス
商
事
㈱

㈱
さ
ん
こ
う
ど
う

㈲
サ
ダ
コ
美
容
室

鈴
木
徽
章
工
芸
㈱

㈲
破
魔
矢
奉
製
所

㈱
長
谷
川
製
作
所

㈲
古
山
看
板
塗
装

㈲
ほ
り
む
ら
薬
局

横
浜
貨
物
綜
合
㈱

ヨ
シ
カ
ワ
洋
品
店

エ
バ
ラ
食
品
工
業
㈱

㈲
大
島
寅
次
郎
商
店

コ
ム
ロ
デ
ン
キ
寒
川

㈱
さ
い
か
屋
藤
沢
店

長
嶋
福
だ
る
ま
物
産

横
浜
銀
行
寒
川
支
店

㈲
協
和
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

秋
山
商
事
㈱
厚
木
支
店

㈱
イ
ソ
ダ
瀬
谷
営
業
所

㈲
Ｆ
Ｌ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

川
本
工
業
㈱
県
央
支
店

㈱
晃
和
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

寒
川
神
社
商
工
奉
賛
会

㈱
サ
ン
エ
ー
サ
ン
ク
ス

寒
川
駅
前
ク
リ
ニ
ッ
ク

東
京
あ
ず
ま
ネ
ク
タ
イ

原
田
総
合
保
険
事
務
所

松
井
建
設
㈱
東
京
支
店

横
浜
銀
行
茅
ヶ
崎
支
店

ロ
ワ
ジ
ー
ル
ホ
テ
ル
厚
木

㈱
竹
中
工
務
店
横
浜
支
店

㈱
ギ
ン
ビ
ス
湘
南
営
業
所

門
前
だ
ん
ご
茶
屋
九
五
郎
庵

寒
川
ロ
ー
ン
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

湘
南
ビ
ュ
ー
テ
ィ
カ
ル
チ
ュ
ア

ジ
ャ
パ
ン
ソ
ル
ト
㈱
栃
木
支
店

海
苔
で
健
康
推
進
委
員
会
関
東

敷
島
製
パ
ン
㈱
パ
ス
コ
湘
南
工
場

東
映
無
線
㈱

東
映
通
信
工
業
㈱

キ
リ
ン
ビ
バ
レ
ッ
ジ
㈱
湘
南
工
場
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冬
と
春
、
季
節
を
分
け
る
立

春
の
前
日
で
あ
る
二
月
三
日
、

春
を
告
げ
る
風
物
詩
と
し
て
日

本
人
に
親
し
ま
れ
て
い
る
節
分

祭
が
当
神
社
に
お
き
ま
し
て
も

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
神
社
の
節
分
祭
は
厄
年
に

あ
た
る
人
を
は
じ
め
、
多
く
の

年
男
年
女
の
人
々
に
よ
っ
て
奉

仕
さ
れ
ま
す
が
、
神
前
に
お
い

て
行
わ
れ
る
追
儺
の
儀

(

追
儺

板
を
皆
で
打
ち
鳴
ら
し
邪
気
を

追
い
払
う)

は
他
に
は
見
る
事

が
出
来
な
い
特
殊
神
事
で
す
。

午
前
十
一
時
と
午
後
二
時
の

二
回
、
特
設
櫓
上
か
ら
行
わ
れ

た
豆
撒
き
に
は
、
今
年
の
福
を

享
け
よ
う
と
、
約
四
二
〇
〇
人

も
の
人
々
が
訪
れ
、
大
変
な
賑

わ
い
と
な
り
ま
し
た
。

平

成�
�

�

二
十
三
年

�
�
�
�
�
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敬
称
略

順
不
同)
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追儺板を打ち鳴らす総代の方々福豆を授かる子供達
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当
神
社
で
は
、
老
朽
化
し

た
太
鼓
橋
を
改
築
、
又
、
周

辺
を
整
備
し
神
域
内
で
の
安

全
な
参
拝
路
を
確
保
す
る
事

業
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、

去
る
二
月
十
日
、
地
鎮
祭
が

執
行
さ
れ
、
無
事
完
遂
が
祈

念
さ
れ
ま
し
た
。

工
事
中
、
参
拝
さ
れ
ま
す

方
々
に
は
、
何
か
と
ご
不
便

ご
迷
惑
を
お
か
け
致
し
ま
す

が
、
ご
理
解
・
ご
協
力
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
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こ
の
度
始
ま
り
ま
し
た
太
鼓
橋
改
築
工
事
に
対
し
、
左
記

の
方
よ
り
赤
誠
溢
れ
る
ご
奉
賛
を
賜
り
ま
し
た
。

誌
上
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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�
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�
�
�
�
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�
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�
(

順
不
同
・
敬
称
略)

百
万
円

宇
井

胡
扇

千
葉
県
成
田
市

十
万
円

㈲
サ
ダ
コ
美
容
室

寒
川
町
一
之
宮

〃

阿
野

和
隆

藤
沢
市
大
庭

〃

古
里

勝
弘

東
京
都
大
田
区

〃

名
越

美
春

藤
沢
市
片
瀬
山

五
万
円

保
坂

都
彦

茅
ヶ
崎
市
十
間
坂

三
万
円

天
明
道
心
教
会

千
葉
県
鎌
ヶ
谷
市

二
万
円

上
田

高
正

千
葉
県
南
房
総
市

一
万
円

鈴
木

正
明

寒
川
町
岡
田

〃

橘

行
雄

横
浜
市
緑
区

〃

後
藤

雅
行

千
葉
県
柏
市

〃

竹
村
佐
知
子

東
京
都
足
立
区

〃

村
松

正
喜

寒
川
町
岡
田

〃

上
田

恵
子

千
葉
県
南
房
総
市

〃

重
田

憲
克

厚
木
市
下
萩
野

〃

金
井

理

横
浜
市
保
土
ヶ
谷
区

〃

瀧
本

浩
一

横
浜
市
磯
子
区
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�
(

順
不
同
・
敬
称
略)

十
万
円

佐
藤

幸
子

宮
城
県
柴
田
郡

〃

鶴
谷

豊

藤
沢
市
円
行

五
万
円

㈱
福
東
運
輸

東
京
都
荒
川
区

〃

赤
堀
東
海
雄

茅
ヶ
崎
市
堤

三
万
円

藤
田

保

東
京
都
世
田
谷
区

〃

鈴
木

紀
夫

兵
庫
県
西
宮
市

〃

鈴
木

�
い

東
京
都
北
区

二
万
円

㈲
関
洋
電
気
工
事

埼
玉
県
朝
霞
市

〃

稲
葉

幸
子

横
浜
市
神
奈
川
区

〃

嶋
田

順
二

川
崎
市
宮
前
区

〃

岳
中

三
孝

東
京
都
大
田
区

一
万
円

山
本

周
作

千
葉
県
佐
倉
市

〃

矢
吹

健
次

横
浜
市
港
北
区

〃

柏
木

英
幸

小
田
原
市
南
鴨
宮

〃

西
澤

弘

埼
玉
県
戸
田
市

〃

河
野

清
光

茅
ヶ
崎
市
東
海
岸
南

〃

細
野

壽
彰

町
田
市
原
町
田

〃

小
屋

勇

東
京
都
大
田
区

〃

樋
口
信
三
郎

東
京
都
羽
村
市

〃

㈱
鈴
木
乃
防
水
耐
火
板

東
京
都
品
川
区

〃

蛯
原

英
夫

綾
瀬
市
大
上

一
万
円

秋
本

正
行

横
浜
市
青
葉
区

〃

鳥
羽

均

相
模
原
市
南
区

〃

石
川

幹
夫

東
京
都
墨
田
区

〃

栃
木

一
幸

座
間
市
ひ
ば
り
が
丘

〃

八
十
島
輝
久

東
京
都
品
川
区

〃

坂
本

佳
陽

東
京
都
板
橋
区

〃

飯
塚

友
子

茅
ヶ
崎
市
東
海
岸
南

〃

池
内

和
夫

横
浜
市
港
北
区

〃

小
曽
根
君
子

千
葉
県
野
田
市

〃

武
田

憲
司

横
須
賀
市
武

〃

前
島

英
人

横
浜
市
西
区

〃

石
川

恒
次

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

〃

諏
訪

憲
史

東
京
都
世
田
谷
区

〃

新
木

千
穂

厚
木
市
愛
名

〃

山
川

伸
彦

座
間
市
相
武
台

〃

冨
谷

晃
治

東
京
都
八
王
子
市

〃

冨
谷
加
代
子

東
京
都
八
王
子
市

〃

㈲
小
林
商
店

東
京
都
杉
並
区

〃

河
口

清
司

相
模
原
市
緑
区

〃

北
島

紹
吉

寒
川
町
岡
田

〃

小
久
保
喜
久
江

千
葉
県
佐
倉
市

〃

小
久
保
慶
子

千
葉
県
佐
倉
市

〃

小
久
保
範
彰

千
葉
県
佐
倉
市

〃

伴

誠

静
岡
県
富
士
市

〃

相
川

行
博

東
京
都
北
区

〃

遠
山

定
男

東
京
都
豊
島
区

〃

㈱
七
和
工
務
店

横
浜
市
泉
区

〃

岩
本

泰
明

東
京
都
新
宿
区

〃

渡
�
美
代
子

東
京
都
板
橋
区

〃

土
屋

敦

山
梨
県
北
都
留
郡

〃

持
丸

修
一

茨
城
県
取
手
市

〃

先
崎

昌
司

厚
木
市
妻
田

〃

柚
ミ
ー
ト
シ
ョ
ッ
プ
結
城
屋

東
京
都
大
田
区

〃

天
野

澄
子

横
浜
市
旭
区

�
�
�
�

�
�
�
�
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國
學
院
大
學

神
道
文
化
学
部
教
授

神
道
学
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士
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第
五
十
九
回
遷
宮
は
当
初
、
昭
和
二
十
四
年
に
予
定

さ
れ
て
い
た
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
結
と
対
日
占

領
と
い
う
未
曾
有
の
事
態
か
ら
、
四
年
遅
れ
の
二
十
八

年
に
実
施
さ
れ
た
。
十
六
年
春
に
山
口
・
木
本
祭
を
執

行
し
、
お
木
曳
き
も
盛
大
に
奉
仕
さ
れ
た
が
、
二
十
年

に
終
戦
と
な
り
造
神
宮
使
庁
も
廃
止
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

国
家
に
よ
り
進
め
ら
れ
て
い
た
造
営
事
業
も
中
止
さ
れ

て
し
ま
っ
た
。
対
日
占
領
下
の
苦
境
に
立
た
さ
れ
た
が
、

数
年
を
経
ず
し
て
朝
鮮
戦
争
の
勃
発
と
特
需
景
気
が
お

こ
り
、
二
十
七
年
に
は
講
和
条
約
が
締
結
さ
れ
た
。

こ
こ
に

｢

祖
国
復
興
は
お
伊
勢
さ
ん
か
ら｣

の
掛
け

声
が
あ
が
り
、
臨
時
造
宮
局
が
設
置
さ
れ
、
二
十
八
年

に
は
遷
宮
が
み
ご
と
斎
行
さ
れ
た
。｢

半
官
半
民｣

と

は
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
遷
宮
の
準
備
・
実
施
が
継

続
し
た
事
情
を
物
語
っ
て
お
り
、
三
十
年
過
ぎ
か
ら
明

し
、
造
営
・
審
議
・
募
財
の
三
機
関
が
設
置
さ
れ
た
。

神
宮
式
年
造
営
庁
が
主
と
な
っ
て
殿
舎
造
営
と
神
宝
調

進
に
あ
た
り
、
遷
宮
委
員
会
が
重
要
事
項
を
審
議
し
、

遷
宮
奉
賛
会
が
中
央
・
地
区
の
募
財
活
動
を
展
開
す
る

に
い
た
っ
た
。
式
年
の
四
十
八
年
十
月
、
め
で
た
く
新

宮
に
神
儀
が
奉
遷
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

�
�
�

�
�
�
�

新
天
皇
に
は
平
成
二
年
十

一
月
、
王
朝
時
代
を
今
に
し

の
ぶ
御
大
礼
を
盛
大
裡
に
行

な
わ
せ
ら
れ
、
五
年
十
月
に

第
六
十
一
回
遷
宮
が
挙
行
さ

れ
た
。
こ
の
遷
宮
に
際
し
て

は
神
宝
が
天
皇
よ
り
皇
祖
神

に
捧
げ
ら
れ
る
歴
史
的
な
本

義
を
明
確
に
さ
せ
る
た
め
、

｢

神
宝
使｣

の
問
題
が
生
じ

て
、
河
原
大
祓
に
勅
使
随
員

が
参
列
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
た
び
の
第
六
十
二
回
遷

宮
は
、
平
成
十
七
年
の
年
頭

に
式
年
造
営
庁
が
設
置
、
陽

春
に
山
口
・
木
本
祭
が
実
施
さ
れ
た
。
二
十
一
年
に
宇

治
橋
渡
始
が
挙
行
さ
れ
、
歴
史
絵
巻
を
繰
り
広
げ
た
。

現
在
で
は
間
伐
材
を
活
用
し
飾
金
物
を
減
じ
て
、
文
様

を
古
式
に
戻
す
な
ど
の
改
正
を
は
か
り
、
造
営
工
事
が

二
十
五
年
十
月
の
遷
御
を
め
ざ
し
て
着
々
と
進
捗
し
つ

つ
あ
る
。

治
神
宮
を
始
め
と
し
て
、
再
建
日
本
の
第
一
歩
は
全
国

の
氏
神
社
か
ら
と
、
逐
次
再
建
さ
れ
て
い
っ
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�

三
十
二
年
九
月
か
ら
現
法
制
下
に
お
け
る
神
宮
制
度

の
是
非
が
論
議
に
の
ぼ
り
、
伊
勢
に
祀
る
神
鏡
は
、
皇

室
財
産
と
見
做
す
か
否
か
が
問
題
と
な
り
、
三
十
五
年

十
月
の
臨
時
国
会
で

｢
皇
位
と
共
に
伝
わ
る
べ
き
由
緒

あ
る
物｣

と
い
う
政
府
見
解
が
示
さ
れ
た
。
遷
宮
に
お

い
て
神
鏡
を
新
宮
に
お
遷
し
す
る
天
皇
主
宰
の
秘
儀
と

認
め
ら
れ
た
が
、
公
費
支
弁
に
は
問
題
が
あ
る
と
し
て

論
議
は
一
応
終
息
し
た
。

第
六
十
回
遷
宮
を
控
え
て
完
全
な
民
営
遷
宮
を
め
ざ
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�宗
寒
川
神
社
寒
川
病
院

病
院
長

鳴
海
裕
之

私
は
、
青
森
県
出
身
で
昭
和
60
年
に
東
海

大
学
医
学
部
を
卒
業
後
、
同
大
学
院
に
進
学

し
学
位
を
修
め
、
卒
業
後
は
東
海
大
学
医
学

部
付
属
病
院
や
海
老
名
総
合
病
院
に
勤
務
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
私
の
専
門
は
本
来
、
消

化
器
内
科
で
、
大
学
に
在
職
中
は
胃
癌
に
対

す
る
内
視
鏡
治
療
を
中
心
に
研
究
し
て
お
り

ま
し
た
。
寒
川
病
院
に
は
当
時
在
職
し
て
い

た
同
級
生
の
先
生
の
紹
介
に
よ
り
入
職
し
、

平
成
10
年
よ
り
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。
寒
川

病
院
に
入
職
当
初
は
、
現
在
の
総
合
健
診
セ

ン
タ
ー
に
あ
た
る
健
康
管
理
科
の
医
長
の
役

職
を
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
後
に
平
成
16
年
８

月
に
当
院
は
現
在
の
新
病
院
に
新
築
移
転
と

な
り
、
時
期
を
同
じ
く
し
て
病
院
長
の
命
を

頂
き
ま
し
た
。

た
ま
に
は
仕
事
以
外
の
事
を
話
そ
う
と
思

い
ま
す
。
私
の
趣
味
は
３
つ
ほ
ど
あ
っ
て
、

本
来
ゴ
ル
フ
が
一
番
で
す
が
、
最
近
は
時
間

が
あ
ま
り
な
く
、
練
習
は
お
ろ
か
実
際
の
コ
ー

ス
も
月
に
１
回
程
度
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

二
番
目
の
趣
味
は
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
る

事
で
す
。
和
食
が
結
構
好
き
で
、
近
隣
の
美

味
し
い
お
店
を
探
し
て
は
出
掛
け
て
行
き
ま

す
。
三
番
目
は
音
楽
で
す
。
主
に
ギ
タ
リ
ス

ト
を
中
心
と
し
た
洋
楽
を
聴
く
の
が
好
き
で
、

＊ ○・・・鳴海医師の外来日
お電話にてご確認の上､ 御来院下さい｡

� � �

月 火 水 木 金 土
午前 ○ ○

午後 ○


�

�
�

�

�

�
�

�

主

典

櫻
井

紀
彦

主

典

猿
渡

惇

寒
川
神
社
権
禰
宜
に
任
ず
る

平
成
二
十
三
年
三
月
一
日

神

社

本

庁

�
�
	



�

�
�

�

佐
原

慧

録
事
を
命
ず
る

平
成
二
十
三
年
三
月
一
日

�

�
�

�

�

看
護
師

田
村

則
子

寒
川
病
院
勤
務
を
命
ず
る

平
成
二
十
三
年
三
月
一
日

�
�

�

�
�
�

�

�

准
看
護
師

古
川
知
恵
子

規
則
に
依
り
定
年
退
職
と
す
る

平
成
二
十
三
年
二
月
二
十
八
日

�

�
�
�

�

事
務
職
員

深
沢
利
代
子

願
い
に
依
り
職
を
免
ず
る

平
成
二
十
三
年
二
月
二
十
八
日

�
�

�
�

��������	


 � ３月24日(木)
午後２時～３時


� 寒川神社 参集殿

	 � ��������
�������

� � 病院長

鳴 海 裕 之

入場無料 申込不要
ご来場をお待ちしております｡

������������

寒 川 病 院

ロ
ッ
ク
や
ラ
テ
ン
音
楽
を
聴
く
事
が
多
く
、

た
ま
に
は
コ
ン
サ
ー
ト
も
行
き
ま
す
。

さ
て
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
当
院
の
現
状

に
つ
い
て
お
話
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。
数
年

前
よ
り
極
端
な
医
師
不
足
が
起
こ
り
、
全
国

各
地
で
医
療
崩
壊
が
叫
ば
れ
て
お
り
ま
し
た
。

当
院
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
神
奈
川
県

は
地
方
に
比
べ
て
ま
だ
医
師
が
多
い
と
は
言

う
も
の
の
、
当
院
で
は
ま
だ
医
師
は
不
足
し

て
い
ま
す
。
看
護
師
数
に
お
い
て
も
全
個
室

と
い
っ
た
環
境
を
十
分
に
生
か
す
に
は
い
ま

だ
不
足
の
感
が
あ
り
ま
す
。
今
後
一
層
の
努

力
を
し
て
人
材
の
確
保
に
努
め
て
ゆ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

新
病
院
の
開
院
以
来
、
多
少
の
困
難
は
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
寒
川
神
社
は

勿
論
の
事
、
当
院
に
関
わ
る
皆
様
の
お
陰
様

で
活
気
も
増
え
、
徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す
が

業
績
も
上
昇
し
て
お
り
ま
す
。

本
当
に
有
難
い
事
だ
と
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。今

後
は
よ
り
一
層
、

地
域
の
皆
様
に
親
し

ま
れ
、
信
頼
さ
れ
る

病
院
を
目
指
し
、
職

員
が
結
束
し
努
力
し

て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
今
後
と

も
ご
指
導
、
ご

鞭
撻
の
程
、

お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

�
��

�
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�
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小
さ
な
頭
を
垂
れ
、
卒
館
の

慶
び
を
奉
告
す
る
卒
館
生
。

春
の
淡
雪
の
中
、
梅
の
花
が

孤
高
を
保
ち
、
凛
と
し
た
気
韻

で
春
を
告
げ
て
い
ま
し
た
。

桜
花
に
ば
か
り
目
を
奪
れ
が

ち
で
す
が
�
こ
れ
は
美
し
い
�

と
感
じ
た
ひ
と
と
き
で
し
た
。

(

尚)

友
よ
り
の
賀
状
に
我
も
お
ど
ろ
き
ぬ
共
に
米
寿
を
迎
う
と
云
う
は

出
町

安
子

長
の
曽
孫
は
五
歳
の
祝
い
次
の
児
の
宮
参
り
す
る
今
日
の
秋
空

宇
田
川
時
子

初
日
の
出
今
年
の
夢
を
胸
に
ひ
め
お
願
い
し
ま
す
と
一
歩
ふ
み
出
す

土
屋
ト
ミ
子

子
や
孫
の
前
途
に
幸
の
多
か
れ
と
元
朝
に
吾
は
直
に
祈
り
ぬ

三
留
と
く
子

朝
ぼ
ら
け
大
手
町
を
背
に
箱
根
路
へ
仲
間
の
襷
と
ひ
た
す
ら
走
る

浜
田

寿
子

元
気
よ
と
賀
状
の
重
さ
噛
み
し
め
る
ポ
ス
ト
に
つ
ま
る
い
っ
ぱ
い
の
愛

山
口

幸
子

八
十
路
坂
登
る
に
険
し
無
器
用
に
一
歩
前
進
佇
む
半
歩

山
根
喜
美
代

菅
首
相
の
時
逸
し
た
る
言
動
は
草
食
系
の
若
者
に
似
る

安
藤

慧

お
年
寄
り
昔
話
の
き
き
役
と
な
り
つ
つ
生
け
花
教
え
楽
し
む

川
島
惠
美
子

今
日
の
日
に
感
謝
つ
ぶ
や
き
日
め
く
り
を
捲
れ
ば
明
日
が
微
笑
み
く
る
る

�
田
マ
ツ
子

犬
と
う
こ
っ
け
い
相
手
に
肩
の
力
抜
き
我
は
気
楽
に
日
々
を
楽
し
む

工
藤

光
子

来
客
の
帰
り
静
ま
る
床
の
間
に
一
つ
こ
ぼ
れ
る
蝋
桜
の
花

天
利

春
枝

新
年
の
空
の
く
っ
き
り
現
わ
る
る
富
士
に
真
向
い
一
つ
決
意
す

岡
元

芳
子

捨
て
よ
う
と
決
め
た
が
又
も
い
っ
ぱ
い
の
玩
具
箱
よ
り
転
げ
る
出
る
独
楽

亀
山

文
子

新
し
き
年
の
初
め
の
朝
光
に
双
手
さ
し
の
ぶ

よ
き
こ
と
あ
れ
な

杉
本

照
世

引
き
た
て
の
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
初
燕

山
本

朝
子

筆
立
て
に
体
温
計
や
受
験
生

根
岸

君
子

強
霜
や
葉
物
ひ
と
き
わ
味
を
増
す

菅
沼
う
め
の

夕
刊
が
も
う
来
て
い
る
よ
日
脚
伸
ぶ

皆
川
志
ん
ご

実
朝
の
海
を
見
て
い
る
余
寒
か
な

金
指

月
光

足
で
猫
ど
か
し
掃
除
す
春
炬
燵

芹
沢

徳
光

神
保
町
一
巡
す
る
や
日
脚
伸
ぶ

飛
石

槿
花

生
活
の
音
の
い
ろ
い
ろ
春
隣

倉
谷

節
子

海
へ
向
く
屋
敷
稲
荷
の
梅
明
り

宮
入

つ
る

如
月
や
水
琴
窟
の
音
軽
し

松
本
美
智
子

梅
探
る
秘
め
し
ポ
ケ
ッ
ト
・
ウ
イ
ス
キ
ー

相
原

白
蕗

八
十
の
先
は
数
え
ず
年
の
豆

金
子

つ
ぢ

編
棒
も
束
ね
て
仕
舞
う
春
隣

千
葉

静
香

足
音
の
浮
き
立
つ
気
配
春
立
つ
日

竹
村
真
砂
美

風
邪
ひ
く
も
癒
ゆ
る
も
一
緒
母
子
か
な

岡
田
風
呂
釜

梅
祭
り
見
下
す
山
に
上
り
け
り

岩
田
美
代
子

座
る
席
あ
き
て
三
年
竹
葉
忌

伊
藤

公
一

姦
し
く
女
三
人
日
脚
伸
ぶ

露
木
て
る
子

引
く
草
の
根
長
々
と
春
浅
し

菅
沼

保
幸

沖
ま
で
の
潮
の
色
々
春
立
て
り

四
ッ
車
梢
月

寒
い
ね
と
挨
拶
返
る
初
氷

原
野

楽
天

退
院
を
指
折
り
数
え
日
脚
伸
ぶ

三
輪

恭
子

そ
の
笑
み
は
時
代
を
越
へ
し
雛
か
な

瀧
井
ど
ん
舟


